














































































　・春の観察；平成 21 年 5 月 22 日（金）
　・夏の観察；平成 21 年 7 月 17 日（金）
　・秋の観察；平成 21 年 11 月 6 日（金）
　・冬の観察；平成 22 年 2 月 1 日（月）
2）白浜サンドアート実践































































































































































春の観察 平成 21 年 5 月 22 日
夏の観察 平成 21 年 7 月 17 日
秋の観察 平成 21 年 11 月 6 日























































































































































　・大　人 66 人（内、学生 35 人）













































































































































































































































































































































































た し た ー る は
た く じ ら た の
た う た し ろ に
た た あ た た る
よ た さ が た し


























































































































ている場面」の項目有効回答数は 232 で 49.7％
であった。その中でも 20 代の保有者の回答が
少なかった。
＜子どもが夢中になっている場面の調査結果＞
（Ａ）保育者アンケート
	
（Ｂ）2008 学生のアンケート
	
（Ａ）の内容
　　園庭
場面 数
１	砂場・水遊び 32
２	虫捕り 14
３	鬼ごっこ・サッカー 8
４	かけっこ・縄跳び 8
５	草花・どんぐり・散歩 7
６	その他 4
	 　
　　室内
場面 数
１	ままごと 15
２	ブロック・積み木 15
３	制作 14
４	絵本 7
５	食事 7
６	粘土 5
７	その他 10
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＜文章回答＞
・	二歳児のごっこあそび。言葉が増え、会話（大
人のような）をとても楽しんでいる。
・普段やんちゃな子どもが、お片付けまで集
中している。真剣な顔が見れた。
・いろんな場面で根気よく取り組んでいると
ころ。
・自分たちで好きな遊びを見つけてお友達と
関わりながら遊ぶ
・展開を考えて次にどんなものが必要か、何
があればもっと楽しめるか考える
・好きな遊びを黙々している時、食事の時
・出来ないことを出来るように、何度も挑戦
しているところ
（2）保育者調査の考察
　2008 年実施の調査で学生は、「子どもが夢中
になって遊んでいる場面」を園庭の方が多い
と回答していた。それと比較して現職の保育
者の回答は、園庭と室内はほとんど同率であ
る。この結果から、学生は子どもの内面まで
は捉えきれず、表出される行為で判断してい
ると思われる。保育者は文章で回答を多く寄
せていたという事実からも、場面を細かくと
らえ、子どもの行動を内面の充実感などから
感じ取っていると推察できる。
　保育者のなかには、地区によってこの項目
への回答がなかったところや 20 代の保育者に
無回答が多かったのが気になるところである。
園によっては職員の年齢層が偏ったところも
あるのも事実であるが、子どもたちに近く、
またその親にも近い年代の職員が「子どもが
夢中になって遊んでいる場面」を子どもの主体
的な園生活を見る視点として考えてみるのも
必要な事ではないのだろうか。
（3）保護者調査の考察
　子どもが、遊ぶ相手は、母親が一番多く、
次に友達や兄弟、父親であった。祖父母は一
番少なく現代の核家族化を象徴している。現
代の高齢者は、多趣味で、それぞれが生きが
いを見つけ、たくましさもある。この力を地
域の子どもたちへ向ける事ができないだろう
か。高齢社会になり、高齢者の人口は増えて
いるものの、子どもたちと接する機会は逆に
減少している。地域社会で子育てをするとい
う視点に立てば、高齢者もそれに積極的に参
画して、経験をぜひ伝えて欲しいものである。
そのためには、地域社会で世代間交流の機会
を多く設ける必要があり、一緒に活動しなが
らそこで子育て環境について考えていく必要
があろう。
（ア）誰と一番長く遊びますか？
	
（イ）公園で遊んだ経験
（ウ）お子さんとの砂遊びの経験
	
（エ）白浜の砂浜で遊んだ経験
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	（オ）鹿子前の砂浜で遊んだ経験
	
（カ）子育て支援活動や未就園児教室の
　　	参加経験はありますか？
	
Ⅴ．まとめ
　地域社会にある自然やそこに住む様々な年
齢層の人たちと関わることなど、現代の学生
にしてみれば、よほど関心がなければその機
会はほとんどない。しかし、将来保育者を目
指す学生であるならば、子育て環境という視
点から地域社会がどのようになっているか関
心をもつ必要があろう。
　自分の身体で自然の良さを感じ取り、そし
て初めて砂に触れた子ども達の嬉しそうな表
情を見て、自然に触れる体験が子ども達にとっ
ていかに大切なことであるか知ることができ
る。親子参加型の活動では子ども達だけでな
く、親も童心に帰り、子どもと楽しさや喜び
を共有する様子を見て嬉しく思う。四季の草
花を観察しながら、どんなことをして子ども
たちとこの変化を感じ楽しもうか考える。そ
して、地域に残っている自然や歴史・文化を
尋ね歩き、楽しみながらその良さを伝承して
いく。
　今回のこのような実践は学生自身が考え、
企画し、そこに住む家族、大人や子どもたち
と自然の中で一緒に体験するという、実体験
として子育て環境を理解する良い機会となっ
たと考えられる。そして子育て環境を良くし
ていくためには、身近な地域社会に関心を持
ち、交流をもつということが必要だと理解で
きたであろう。これからはまず自らが地域社
会に、地域の自然に、地域の大人や子どもた
ちに関心をもつよう心がけなければならない
し、そのための感性を磨く必要があろう。今
回の経験を保育の場に活かし、地域社会に根
ざし、自然の中で遊び、体を動かすことの楽
しさをしっかりと伝えていける保育者になっ
てもらいたいと考えている。
最後に本研究にご協力いただいた多くの方々
にこの場を借りて衷心よりお礼申し上げたい。
なお、本研究は長崎短期大学平成 21 年度傾斜
配分研究費を受けて行ったものである。
＜註釈＞
1 ジョセフ・Ｂ・コーネル (2009)，『ネイチャー
ゲーム』，柏書房．
2 日本ネイチャーゲーム協会 (2009)，『ネイ
チャー　　ゲーム指導員ハンドブック』．
3 日本レクリエーション協会 (2003),『ゼロから
始めるウォークラリー』．
4 吉田美恵子 (2009)，『豊かな環境と関わる中で
育つ感性』，長崎短期大学紀要第２１号．
